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籍，雑誌，新聞，白書，教科書，議事録，Web データ (Yahoo!知恵袋*1を予定)などが想定されている (山崎
*1 利用者参加型の質問サイト。http://chiebukuro.yahoo.co.jp/


















































² 文書記述言語として，XML (eXtensible Markup Language)を用いる。XML は拡張性に優れた文書
記述言語であり，多様な文書形式や利用目的に特化した情報付与に対応しやすい ([要求 1,2])。また，













BCCWJ の電子化テキストは XML で記述する。電子化フォーマットは，XML の文書型によって規定す
る。BCCWJ には，一つのサンプルが一つの「記事」に相当する可変長サンプルと，一つのサンプルに 1000
文字を包含する固定長サンプルがある。したがって，2種類の文書型を定義する。
文字符号化方式は UTF-16 を，文字集合には JISX0213:2004 を採用した。JISX0213:2004 に含まれる文








*3 PC 用の OS として現在最も普及している Windows の新バージョン (Windows Vista) も JISX0213 を採用しているため，
JISX0213で符号化したデータが流通する可能性がある
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1.3.2 タグの仕様








サンプルに関するタグには，sample と sampling (表 1.1参照)がある。 sample 要素*4は，一つのサンプル
















整備を<correction type="excess" originalText="を" />図るべく
もう一つの役割は，原資料に忠実に電子化テキストを記述することである。この役割を持つタグの例として，
ruby，missingCharacter タグの例を次に示す。ruby タグはルビ付き文字を表す。JISX0213:2004 で規定さ
れていない文字は〓で代替され，missingCharacter でマークアップされる。missingCharacter タグは，属性
として，文字種を表す attribute 属性，Unicode 番号を保持する unicode 属性，『大漢和辞典』の親字番号を












階層構造 cluster title 要素が包括する文書要素全体







(文書構造) caption 図表についての タイトルや説明
table 表
















missingCharacter JIS X 0213:2004 で規定されている文字以外の文字 (JIS外字)
enclosedCharacter 連続や参照などのラベルとして機能している囲み付きの文字
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¶ ³
µ ´¶ ³
<?xml version="1.0" encoding="UTF-16" ?>
<?xml-stylesheet href="sc_check.xsl" type="text/xsl" ?>


































■ article article 要素は「記事」を想定した要素で，「同一著者による，同一テーマのひとまとまりの文書要
素」を表す。なお，BCCWJ では，一つの article 要素に含まれる文字数の上限が約１万字ということになっ
ているため，必ずしも，「同一著者による，同一テーマのひとまとまりの文書要素」すべてを収録できるとは限
らない。例えば，図 1.1の白書のサンプルは，1章 2節だけしか収録していない。このような場合，「記事」全
体を収録できたか否かを表す isWholeArticle 属性は，\false" となる。
■ cluster cluster 要素は，章，節といったように，タイトル (titleBlock要素)を持った，ひとまとまりの文
書要素を表す。cluster 要素自体には，章，節といった特定の階層を表すための意味づけを行っていないが，入
れ子構造により，階層の上下を表す。例えば，上記の例の「（公共投資の拡大）」というタイトルを持つ cluster
要素は， 2.1 節に対応する cluster 要素の子要素なることで，2.1 節の下位構造であることを表現する。なお，
cluster には必ず titleBlock が含まれる。この制約を課すことにより，紙面上のデザインなどの物理的な特徴
に基づいて，cluster が過度に認定されるのを防ぐことができる。
■ titleBlock すでに述べたように，titleBlock 要素は，cluster 要素のタイトルとそれに付随する部分から
なる文書要素である。タイトルとその付随部分は，title 要素により，明示的にマークアップされているので，
容易にタイトルだけを検索したり，抽出したりすることが可能である。




テキストを電子的に記述するための形式としては，従来から，TEI や CES (Corpus Encoding Standard)
などが提案されている。BCCWJ で新たに電子化フォーマットを策定したのは，次の理由による。まず，TEI
は，汎用の電子化フォーマットであるため，仕様が複雑であり，BCCWJ の規模，実施期間を考慮すると，実
際に実装するのは困難である。一方，CES は TEI よりもシンプルな仕様であるが，適用範囲として，言語工
学やその応用を指向しており，言語学的な分析と工学的な利用の双方を視野に入れた BCCWJ に CES をそ
のまま適用することは難しい。











Text Encoding Initiative, The XML Version of the TEI Guidelines, http://www.tei-c.org/P4X/index.html
Corpus Encoding Standard, http://www.cs.vassar.edu/CES/




国立国語研究所 (2005) 『太陽コーパス』(国語研究所資料集 15)，博文館新社

























*1 いわゆる JIS第 4水準までの全ての漢字と非漢字を含む 11,233文字の符号化を規定した JISの最新規格。
*2 今後，文字処理環境の変化などによって，制限が解消される可能性もあるため，それに伴い，本章において示す現在規定の文字集
合を，変更する可能性がある。






































































*4 システム：Microsoft Windows XP, エディタ：Meadow2.0
*5 ただし，原文の文字情報を以下のように XMLタグによって示す。
　　<substitution x0213="1-47-52" unicode="20B9F">叱</substitution>
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¶ ³
µ ´














文字 文字名 JIS面区点 使用条件
ー 長音記号 1-01-28 長音として用いる場合に使用
－ 負記号、減算記号 1-01-61 数式等でマイナスの意で用いられる場合に使用
― ダッシュ（全角） 1-01-29 範囲・経過，引用・挿入句・余韻，項立てなどを示す場合に使用
‐ ハイフン（四分） 1-01-30 文節表示・単語連結・英数字連結，住所や電話番号等の区切りの場合に使用
- ハイフンマイナス 1-02-17 使用不可（独自包摂）
‒ 二分ダーシ 1-03-92 使用不可（独自包摂）
- ソフトハイフン 1-09-09 使用不可（入力対象外）
─ 横細線素片 1-08-01 使用不可（入力対象外）
━ 横太線素片 1-08-12 使用不可（入力対象外）
入力例（右側に×として示したのは，誤った入力例）：
データ ×デ－タ, デ―タ, デ‐タ
－２℃ ×ー２℃, ‐２℃, ―２℃
１９７６―２００５ ×１９７６ー２００５, １９７６－２００５, １９７６‐２００５
ＣＤ‐ＲＯＭ ×ＣＤーＲＯＭ, ＣＤ－ＲＯＭ, ＣＤ―ＲＯＭ
上記方針に基づき設けた，類似記号の独自包摂と意味による使い分けを次節に一覧にして示す。
*6 以下，表内の【文字名】には JIS X0213:2000 附属書 4表 1～24の【日本語通用名称】を用いた
2.4 包摂規準 13
2.4.2.3 類似記号の包摂一覧
ひとつの文字に包摂されるもの 表 2.2 に示した文字は，いずれも近似した別の文字に置き換えても，原文の
意味を損なわないとみなし，「代用字」に示した文字に包摂して入力することとする。
表 2.2 類似記号包摂一覧
面区点 文字 UCS 文字名 代用字 面区点 UCS 文字名
1-09-02  00A0 ノーブレークスペース 1-01-01 3000 和字間隔




1-03-91 ゠ 30A0 二重ハイフン ＝ 1-01-65
（互換）
FF1D 等 号 (FULLWIDTH
EQUALS SIGN)
1-09-08 « 00AB 始め二重山括弧引用記号 《 1-01-52 300A 始め二重山括弧
1-09-18 » 00BB 終わり二重山括弧引用記号 》 1-01-53 300B 終わり二重山括弧




1-02-18 ~ 007E チルド
1-09-14 · 00B7 中点（ラテン） ・ 1-01-06 30FB 中点
1-03-32 • 2022 ビュレット
1-03-31 ◦ 25E6 白ビュレット ○ 1-01-91 25CB 丸印、白丸
1-02-94 ◯ 25EF 大きな丸
1-03-26 ⦿ 29BF 丸中黒 ◉ 1-03-27 25C9 蛇の目
1-13-64 〝 301D 始めダブルミニュート “ 1-01-40 201C 左ダブル引用符
1-13-65 〟 301F 終わりダブルミニュート ” 1-01-41 201D 右ダブル引用符
意味によって，置き換えるべき文字が複数あるもの 表 2.3に示す 3文字は，ISO/IEC646(ASCII)などの 1





包摂字 文字名 面区点 使用字 文字名 面区点 使用条件
" 引用符 1-02-16 ” 右ダブル引用符 1-01-41 引用表現の終端を示す場合
“ 左ダブル引用符 1-01-40 引用表現の始端を示す場合
¨ ウムラウト 1-01-15 ウムラウトとして用いる場合
' アポストロフィ 1-02-15 ’ 右引用符 1-01-39 引用表現の終端を示す場合縮
約形や所有格を示す場合
‘ 左引用符 1-01-38 引用表現の始端を示す場合
´ アクサンテギュ 1-01-38 アクサンテギュ，プライム記
号として用いる場合
- ハイフンマイナス 1-02-17 ‐ ハイフン 1-01-30 表 2.1 参照
－ 負記号 1-01-61 表 2.1 参照























図 2.3 記号外字の例（『国民生活白書 平成 2年版』）
2.5 外字 15
表 2.4 類似記号の使い分け一覧
使い分け対象 文字 文字名 面区点 使用条件
ー‐－― ー 長音記号 1-01-28 長音を示す場合




－ 負記号、減算記号 1-01-61 数式 (マイナスの意)のみ




“”″ “ 左ダブル引用符 1-01-40 始め引用符
” 右ダブル引用符 1-01-41 終わり引用符
″ 秒 1-01-77 秒を表わす場合のみ
‘’ ‘ 左引用符 1-01-38 始め引用符
’ 右引用符 1-01-39 ①終わり引用符 ②アポストロ
フィの代用
〈〉＜＞ 〈〉 始め/終わり山括弧 1-01-50,
1-01-51
括弧・引用符










〓＝ 〓 げた記号 1-02-14 ①外字 ②「〓」文字そのもの
＝ 等号 1-01-65 ①数式で使用 ②二重ハイフン
(欧米人の姓名をカタカナ書き
する場合の区切り)の代用
♯＃ ♯ シャープ 1-02-84 音楽記号のみ
＃ 番号記号，井げた 1-01-84 項立て








∅ 空集合 1-02-39 数学・論理学での空集合















































図 2.7 組み文字の例（『交通安全白書 平成 5年版』）
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2004 年の JIS 規格改訂において，対応する Unicode を変更した文字が 363 文字あったが，このうち，現






2.9.2 附属書 5表 2を適用するもの
算用数字，ラテン文字，その他ラテン文字用図形文字は，JIS X0213:2000「7.3 JIS X0201のラテン文字と
同時に用いる場合の符号」において許容されている，「附属書 5表 2数字・ラテン文字・特殊文字の大体名称」
に規定される文字を専ら用いることとする。
これは，BCCWJの本文文字入力には全角文字のみを用いる仕様に対して，JIS X0213:2000 附属書 4にお
いて規定される Unicodeへの対応付けが，不適切となるためである。
例えば，JIS X0213 では「Ａ（ラテン大文字 A）」を U+0041 に対応付けている。一方，Unicode では，
U+0041を LATIN CAPITAL LETTER A，U+FF21を FULLWIDTH LATIN CAPITAL LETTER A，
と規定しており，前者はいわゆる半角文字の「A」，後者はいわゆる全角文字「Ａ」に対応する（The Unicode
Consortium(2007)を参照）。BCCWJでは，本文入力に全角文字のみを使うことになっているため，全角「Ａ」
の入力には，FULLWIDTH LATIN CAPITAL LETTER A，つまり U+FF21を用いなければならない。
このように，附属書 4の規定において，Unicodeのいわゆる半角文字に対応付けられるものについては，附
属書 5表 2を適用した上で，Unicodeにおける Fullwidth ASCII variantsを用いることとする。（→リスト：
2.10.2.2「全角文字入力に伴う対応 Unicodeの再定義」）。
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面区点 文字 UCS 日本語通用名 代用字
1-08-75 ‼ 203C 感嘆符二つ ！！
1-08-76 ⁇ 2047 疑問符二つ ？？
1-08-77 ⁈ 2048 疑問符感嘆符 ？！
1-08-78 ⁉ 2049 感嘆符疑問符 ！？
1-13-32 ㍉ 3349 全角ミリ ミリ
1-13-33 ㌔ 3314 全角キロ キロ
1-13-34 ㌢ 3322 全角センチ センチ
1-13-35 ㍍ 334D 全角メートル メートル
1-13-36 ㌘ 3318 全角グラム グラム
1-13-37 ㌧ 3327 全角トン トン
1-13-38 ㌃ 3303 全角アール アール
1-13-39 ㌶ 3336 全角ヘクタール ヘクタール
1-13-40 ㍑ 3351 全角リットル リットル
1-13-41 ㍗ 3357 全角ワット ワット
1-13-42 ㌍ 330D 全角カロリー カロリー
1-13-43 ㌦ 3326 全角ドル ドル
1-13-44 ㌣ 3323 全角セント セント
1-13-45 ㌫ 332B 全角パーセント パーセント
1-13-46 ㍊ 334A 全角ミリバール ミリバール
1-13-47 ㌻ 333B 全角ページ ページ
1-13-48 ㎜ 339C 全角MM ｍｍ
1-13-49 ㎝ 339D 全角 CM ｃｍ
1-13-50 ㎞ 339E 全角 KM ｋｍ
1-13-51 ㎎ 338E 全角MG ｍｇ
1-13-52 ㎏ 338F 全角 KG ｋｇ
1-13-53 ㏄ 33C4 全角 CC ｃｃ
1-13-54 ㎡ 33A1 全角M2 ｍ２
1-13-63 ㍻ 337B 全角元号平成 平成
1-13-66 № 2116 全角 NO Ｎｏ．
1-13-67 ㏍ 33CD 全角 KK Ｋ．Ｋ．
1-13-68 ℡ 2121 全角 TEL ＴＥＬ
1-13-74 ㈱ 3231 全角括弧付き株 （株）
1-13-75 ㈲ 3232 全角括弧付き有 （有）
1-13-76 ㈹ 3239 全角括弧付き代 （代）
1-13-77 ㍾ 337E 全角元号明治 明治
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組み文字 (47字)
面区点 文字 UCS 日本語通用名 代用字
1-13-78 ㍽ 337D 全角元号大正 大正
1-13-79 ㍼ 337C 全角元号昭和 昭和
1-09-20 ½ 00BD 2分の 1 １／２
1-07-88 ⅓ 2153 3分の 1 １／３
1-07-89 ⅔ 2154 3分の 2 ２／３
1-09-19 ¼ 00BC 4分の 1 １／４
1-09-21 ¾ 00BE 4分の 3 ３／４
1-07-90 ⅕ 2155 5分の 1 １／５
1-12-31 ⅺ 217A ローマ数字 11小文字 ⅹⅰ
1-12-32 ⅻ 217B ローマ数字 12小文字 ⅹⅱ
1-13-31 Ⅺ 216A ローマ数字 11 ⅩⅠ
1-13-55 Ⅻ 216B ローマ数字 12 ⅩⅡ
囲み文字 (136字)
面区点 文字 UCS 日本語通用名 代用字
1-13-1 ① 2460 丸 1 １
1-13-2 ② 2461 丸 2 ２
1-13-3 ③ 2462 丸 3 ３
1-13-4 ④ 2463 丸 4 ４
1-13-5 ⑤ 2464 丸 5 ５
1-13-6 ⑥ 2465 丸 6 ６
1-13-7 ⑦ 2466 丸 7 ７
1-13-8 ⑧ 2467 丸 8 ８
1-13-9 ⑨ 2468 丸 9 ９
1-13-10 ⑩ 2469 丸 10 １０
1-13-11 ⑪ 246A 丸 11 １１
1-13-12 ⑫ 246B 丸 12 １２
1-13-13 ⑬ 246C 丸 13 １３
1-13-14 ⑭ 246D 丸 14 １４
1-13-15 ⑮ 246E 丸 15 １５
1-13-16 ⑯ 246F 丸 16 １６
1-13-17 ⑰ 2470 丸 17 １７
1-13-18 ⑱ 2471 丸 18 １８
1-13-19 ⑲ 2472 丸 19 １９
1-13-20 ⑳ 2473 丸 20 ２０
1-08-33 ㉑ 3251 丸 21 ２１
1-08-34 ㉒ 3252 丸 22 ２２
1-08-35 ㉓ 3253 丸 23 ２３
1-08-36 ㉔ 3254 丸 24 ２４
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囲み文字 (136字)
面区点 文字 UCS 日本語通用名 代用字
1-08-37 ㉕ 3255 丸 25 ２５
1-08-38 ㉖ 3256 丸 26 ２６
1-08-39 ㉗ 3257 丸 27 ２７
1-08-40 ㉘ 3258 丸 28 ２８
1-08-41 ㉙ 3259 丸 29 ２９
1-08-42 ㉚ 325A 丸 30 ３０
1-08-43 ㉛ 325B 丸 31 ３１
1-08-44 32 325C 丸 32 ３２
1-08-45 33 325D 丸 33 ３３
1-08-46 34 325E 丸 34 ３４
1-08-47 35 325F 丸 35 ３５
1-08-48 36 32B1 丸 36 ３６
1-08-49 37 32B2 丸 37 ３７
1-08-50 38 32B3 丸 38 ３８
1-08-51 39 32B4 丸 39 ３９
1-08-52 40 32B5 丸 40 ４０
1-08-53 41 32B6 丸 41 ４１
1-08-54 42 32B7 丸 42 ４２
1-08-55 43 32B8 丸 43 ４３
1-08-56 44 32B9 丸 44 ４４
1-08-57 45 32BA 丸 45 ４５
1-08-58 46 32BB 丸 46 ４６
1-08-59 47 32BC 丸 47 ４７
1-08-60 48 32BD 丸 48 ４８
1-08-61 49 32BE 丸 49 ４９
1-08-62 50 32BF 丸 50 ５０
1-12-1 ❶ 2776 黒丸 1 １
1-12-2 ❷ 2777 黒丸 2 ２
1-12-3 ❸ 2778 黒丸 3 ３
1-12-4 ❹ 2779 黒丸 4 ４
1-12-5 ❺ 277A 黒丸 5 ５
1-12-6 ❻ 277B 黒丸 6 ６
1-12-7 ❼ 277C 黒丸 7 ７
1-12-8 ❽ 277D 黒丸 8 ８
1-12-9 ❾ 277E 黒丸 9 ９
1-12-10 10 277F 黒丸 10 １０
1-12-11 11 24EB 黒丸 11 １１
1-12-12 12 24EC 黒丸 12 １２
1-12-13 13 24ED 黒丸 13 １３
1-12-14 14 24EE 黒丸 14 １４
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囲み文字 (136字)
面区点 文字 UCS 日本語通用名 代用字
1-12-15 15 24EF 黒丸 15 １５
1-12-16 16 24F0 黒丸 16 １６
1-12-17 17 24F1 黒丸 17 １７
1-12-18 18 24F2 黒丸 18 １８
1-12-19 19 24F3 黒丸 19 １９
1-12-20 20 24F4 黒丸 20 ２０
1-06-58 ⓵ 24F5 二重丸 1 １
1-06-59 ⓶ 24F6 二重丸 2 ２
1-06-60 ⓷ 24F7 二重丸 3 ３
1-06-61 ⓸ 24F8 二重丸 4 ４
1-06-62 ⓹ 24F9 二重丸 5 ５
1-06-63 ⓺ 24FA 二重丸 6 ６
1-06-64 ⓻ 24FB 二重丸 7 ７
1-06-65 ⓼ 24FC 二重丸 8 ８
1-06-66 ⓽ 24FD 二重丸 9 ９
1-06-67 ⓾ 24FE 二重丸 10 １０
1-12-33 ⓐ 24D0 丸 A小文字 ａ
1-12-34 ⓑ 24D1 丸 B小文字 ｂ
1-12-35 ⓒ 24D2 丸 C小文字 ｃ
1-12-36 ⓓ 24D3 丸 D小文字 ｄ
1-12-37 ⓔ 24D4 丸 E小文字 ｅ
1-12-38 ⓕ 24D5 丸 F小文字 ｆ
1-12-39 ⓖ 24D6 丸 G小文字 ｇ
1-12-40 ⓗ 24D7 丸 H小文字 ｈ
1-12-41 ⓘ 24D8 丸 I小文字 ｉ
1-12-42 ⓙ 24D9 丸 J小文字 ｊ
1-12-43 ⓚ 24DA 丸 K小文字 ｋ
1-12-44 ⓛ 24DB 丸 L小文字 ｌ
1-12-45 ⓜ 24DC 丸M小文字 ｍ
1-12-46 ⓝ 24DD 丸 N小文字 ｎ
1-12-47 ⓞ 24DE 丸 O小文字 ｏ
1-12-48 ⓟ 24DF 丸 P小文字 ｐ
1-12-49 ⓠ 24E0 丸 Q小文字 ｑ
1-12-50 ⓡ 24E1 丸 R小文字 ｒ
1-12-51 ⓢ 24E2 丸 S小文字 ｓ
1-12-52 ⓣ 24E3 丸 T小文字 ｔ
1-12-53 ⓤ 24E4 丸 U小文字 ｕ
1-12-54 ⓥ 24E5 丸 V小文字 ｖ
1-12-55 ⓦ 24E6 丸W小文字 ｗ
1-12-56 ⓧ 24E7 丸 X小文字 ｘ
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囲み文字 (136字)
面区点 文字 UCS 日本語通用名 代用字
1-12-57 ⓨ 24E8 丸 Y小文字 ｙ
1-12-58 ⓩ 24E9 丸 Z小文字 ｚ
1-12-59 ㋐ 32D0 丸ア ア
1-12-60 ㋑ 32D1 丸イ イ
1-12-61 ㋒ 32D2 丸ウ ウ
1-12-62 ㋓ 32D3 丸エ エ
1-12-63 ㋔ 32D4 丸オ オ
1-12-64 ㋕ 32D5 丸カ カ
1-12-65 ㋖ 32D6 丸キ キ
1-12-66 ㋗ 32D7 丸ク ク
1-12-67 ㋘ 32D8 丸ケ ケ
1-12-68 ㋙ 32D9 丸コ コ
1-12-69 ㋚ 32DA 丸サ サ
1-12-70 ㋛ 32DB 丸シ シ
1-12-71 ㋜ 32DC 丸ス ス
1-12-72 ㋝ 32DD 丸セ セ
1-12-73 ㋞ 32DE 丸ソ ソ
1-12-74 ㋟ 32DF 丸タ タ
1-12-75 ㋠ 32E0 丸チ チ
1-12-76 ㋡ 32E1 丸ツ ツ
1-12-77 ㋢ 32E2 丸テ テ
1-12-78 ㋣ 32E3 丸ト ト
1-12-79 ㋺ 32FA 丸ロ ロ
1-12-80 ㋩ 32E9 丸ハ ハ
1-12-81 ㋥ 32E5 丸ニ ニ
1-12-82 ㋭ 32ED 丸ホ ホ
1-12-83 ㋬ 32EC 丸ヘ ヘ
1-13-69 ㊤ 32A4 丸付き上 上
1-13-70 ㊥ 32A5 丸付き中 中
1-13-71 ㊦ 32A6 丸付き下 下
1-13-72 ㊧ 32A7 丸付き左 左
1-13-73 ㊨ 32A8 丸付き右 右
上付き文字 (3字)
面区点 文字 UCS 日本語通用名 代用字
1-09-16 ¹ 00B9 上付き 1 １
1-09-12 ² 00B2 上付き 2 ２
1-09-13 ³ 00B3 上付き 3 ３
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2.10.1.2 類似の非漢字 (計：17字)
面区点 文字 UCS 日本語通用名 代用字 代-面区点 代-UCS 代-日本語通用名
1-09-02  00A0 ノーブレークスペース 　 1-01-01 3000 和字間隔
1-03-92 ‒ 2013 二分ダーシ、ダッシュ
（二分）
― 1-01-29 2015 ダッシュ（全角）
1-02-17 - 002D ハイフンマイナス ‐ 1-01-30 2010 ハイフン（四分）
－ 1-01-61 2212 負符号、減算記号
1-03-91 ゠ 30A0 二重ハイフン、二分二
重ダッシュ
＝ 1-01-65 FF1D 等号
1-01-17 ̅ 203E オーバーライン、論理
否定記号
‾ 1-09-11 FFE3 マクロン
1-02-18 ~ 007E チルド
1-09-14 · 00B7 中点（ラテン） ・ 1-01-06 30FB 中点
1-03-32 • 2022 ビュレット
1-03-31 ◦ 25E6 白ビュレット ○ 1-01-91 25CB 丸印、白丸
1-02-94 ◯ 25EF 大きな丸
1-03-26 ⦿ 29BF 丸中黒 ◉ 1-03-27 25C9 蛇の目
1-09-08 « 00AB 始め二重山括弧引用記
号、始めギュメ
《 1-01-52 300A 始め二重山括弧
1-09-18 » 00BB 終わり二重山括弧引用
記号、終わりギュメ
》 1-01-53 300B 終わり二重山括弧
1-13-64 〝 301D 始めダブルミニュート “ 1-01-40 201C 左ダブル引用符
1-13-65 〟 301F 終わりダブルミニュー
ト
” 1-01-41 201D 右ダブル引用符
1-02-16 " 0022 引用符、クォーテーシ
ョンマーク
“ 1-01-40 201C 左ダブル引用符
” 1-01-41 201D 右ダブル引用符
1-02-15 ' 0027 アポストロフィ ‘ 1-01-38 2018 左引用符
’ 1-01-39 2019 右引用符
2.10.1.3 入力対象外文字 (計：48字)
改行関連文字 (1字)
面区点 文字 UCS 日本語通用名
1-09-09 - 00AD ソフトハイフン
けい線素片 (47字)
面区点 文字 UCS 日本語通用名
1-08-1 ─ 2500 横細線素片
1-08-2 │ 2502 縦細線素片
1-08-3 ┌ 250C 細線素片左上
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けい線素片 (47字)
面区点 文字 UCS 日本語通用名
1-08-4 ┐ 2510 細線素片右上
1-08-5 ┘ 2518 細線素片右下
1-08-6 └ 2514 細線素片左下
1-08-7 ├ 251C 細線素片左
1-08-8 ┬ 252C 細線素片上
1-08-9 ┤ 2524 細線素片右
1-08-10 ┴ 2534 細線素片下
1-08-11 ┼ 253C 細線素片中央
1-08-12 ━ 2501 横太線素片
1-08-13 ┃ 2503 縦太線素片
1-08-14 ┏ 250F 太線素片左上
1-08-15 ┓ 2513 太線素片右上
1-08-16 ┛ 251B 太線素片右下
1-08-17 ┗ 2517 太線素片左下
1-08-18 ┣ 2523 太線素片左
1-08-19 ┳ 2533 太線素片上
1-08-20 ┫ 252B 太線素片右
1-08-21 ┻ 253B 太線素片下
1-08-22 ╋ 254B 太線素片中央
1-08-23 ┠ 2520 縦太線横細線素片左
1-08-24 ┯ 252F 横太線縦細線素片上
1-08-25 ┨ 2528 縦太線横細線素片右
1-08-26 ┷ 2537 横太線縦細線素片下
1-08-27 ┿ 253F 縦細線横太線素片中央
1-08-28 ┝ 251D 縦細線横太線素片左
1-08-29 ┰ 2530 横細線縦太線素片上
1-08-30 ┥ 2525 縦細線横太線素片右
1-08-31 ┸ 2538 横細線縦太線素片下
1-08-32 ╂ 2542 横細線縦太線素片中央
1-07-34 ⎾ 23BE 左上角素片
1-07-35 ⎿ 23BF 左下角素片
1-07-36 ⏀ 23C0 丸付き縦線素片
1-07-37 ⏁ 23C1 丸付き上横縦線素片
1-07-38 ⏂ 23C2 丸付き下横縦線素片
1-07-39 ⏃ 23C3 三角付き縦線素片
1-07-40 ⏄ 23C4 三角付き上横縦線素片
1-07-41 ⏅ 23C5 三角付き下横縦線素片
1-07-42 ⏆ 23C6 波付き縦線素片
1-07-43 ⏇ 23C7 波付き上横縦線素片
1-07-44 ⏈ 23C8 波付き下横縦線素片
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けい線素片 (47字)
面区点 文字 UCS 日本語通用名
1-07-45 ⏉ 23C9 上横縦線素片
1-07-46 ⏊ 23CA 下横縦線素片
1-07-47 ⏋ 23CB 右上角素片
1-07-48 ⏌ 23CC 右下角素片
2.10.1.4 Unicodeにおける合成処理対象文字 (25字)
面区点 文字 UCS 日本語通用名 代用字
1-4-87 か゚ <304B, 309A> 半濁点付き平仮名か か
1-4-88 き゚ <304D, 309A> 半濁点付き平仮名き き
1-4-89 く゚ <304F, 309A> 半濁点付き平仮名く く
1-4-90 け゚ <3051, 309A> 半濁点付き平仮名け け
1-4-91 こ゚ <3053, 309A> 半濁点付き平仮名こ こ
1-5-87 カ゚ <30AB, 309A> 半濁点付き片仮名カ カ
1-5-88 キ゚ <30AD, 309A> 半濁点付き片仮名キ キ
1-5-89 ク゚ <30AF, 309A> 半濁点付き片仮名ク ク
1-5-90 ケ゚ <30B1, 309A> 半濁点付き片仮名ケ ケ
1-5-91 コ゚ <30B3, 309A> 半濁点付き片仮名コ コ
1-5-92 セ゚ <30BB, 309A> 半濁点付き片仮名セ セ
1-5-93 ツ゚ <30C4, 309A> 半濁点付き片仮名ツ ツ
1-5-94 ト゚ <30C8, 309A> 半濁点付き片仮名ト ト
1-6-88 ㇷ゚ <31F7, 309A> 小書き半濁点付き片仮名フ ㇷ
1-11-36 æ <00E6, 0300> グレーブアクセント付き AE小文字 æ
1-11-40 ɔ <0254, 0300> グレーブアクセント付きオープン O小文字 ɔ
1-11-41 ɔ <0254, 0301> アキュートアクセント付きオープン O小文字 ɔ
1-11-42 ʌ <028C, 0300> グレーブアクセント付きターンド V小文字 ʌ
1-11-43 ʌ <028C, 0301> アキュートアクセント付きターンド V小文字 ʌ
1-11-44 ə <0259, 0300> グレーブアクセント付き SCHWA小文字 ə
1-11-45 ə <0259, 0301> アキュートアクセント付き SCHWA小文字 ə
1-11-46 ɚ <025A, 0300> グレーブアクセントとフック付き SCHWA小文字 ɚ
1-11-47 ɚ <025A, 0301> アキュートアクセントとフック付き SCHWA小文字 ɚ
1-11-69 ˩˥ <02E9, 02E5> 声調記号上昇調 ˩
1-11-70 ˥˩ <02E5, 02E9> 声調記号下降調 ˥
2.10.1.5 漢字 (1字)
面区点 文字 UCS 代用字 代用面区点 代用 UCS
1-47-52 𠮟 20B9F 叱 1-28-24 U+53F1
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2.10.2 代用コードで運用する文字の一覧 (計：96字)
2.10.2.1 JIS X0213:2000の規定コードを用いるもの (2字)
面区点 文字 JIS定義 UCS 使用 UCS 日本語通用名・字体説明
1-01-29 ― 2014 2015 ダッシュ
2-94-05 𩿗 29FD7 29FCE 「予」+「鳥」
2.10.2.2 全角文字入力に伴う対応Unicodeの再定義 (94字)
面区点 文字 JIS定義 UCS 使用 UCS 日本語通用名
1-01-04 ， 002C FF0C コンマ
1-01-05 ． 002E FF0E ピリオド
1-01-07 ： 003A FF1A コロン
1-01-08 ； 003B FF1B セミコロン
1-01-09 ？ 003F FF1F 疑問符
1-01-14 ｀ 0060 FF40 アクサングラーブ，グレーブアクセント
1-01-16 ＾ 005E FF3E アクサンシルコンフレックス，サーカム
フレックスアクセント
1-09-11 ‾ 00AF FFE3 マクロン *7
1-01-18 ＿ 005F FF3F アンダーライン
1-01-31 ／ 002F FF0F 斜線
1-01-32 ＼ 005C FF3C 逆斜線
1-01-35 ｜ 007C FF5C 縦線
1-01-42 （ 0028 FF08 始め小括弧，始め丸括弧
1-01-43 ） 0029 FF09 終わり小括弧，終わり丸括弧
1-01-46 ［ 005B FF3B 始め大括弧，始め角括弧
1-01-47 ］ 005D FF3D 終わり大括弧，終わり角括弧
1-01-48 ｛ 007B FF5B 始め中括弧，始め波括弧
1-01-49 ｝ 007D FF5D 終わり中括弧，終わり波括弧
1-01-60 ＋ 002B FF0B 正符号，加算記号
1-01-65 ＝ 003D FF1D 等号
1-01-67 ＜ 003C FF1C 不等号（より小）
1-01-68 ＞ 003E FF1E 不等号（より大）
1-01-79 ￥ 00A5 FFE5 円記号
1-01-80 ＄ 0024 FF04 ドル記号
1-01-83 ％ 0025 FF05 パーセント
1-01-85 ＆ 0026 FF06 アンパサンド
1-01-86 ＊ 002A FF0A 星印，アステリスク
1-01-87 ＠ 0040 FF20 単価記号，アットマーク
1-02-54 ｟ 2985 FF5F 始め二重パーレン，始め二重括弧
1-02-55 ｠ 2986 FF60 終わり二重パーレン，終わり二重括弧
*7 オーバーラインの代用として用いる。
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面区点 文字 JIS定義 UCS 使用 UCS 日本語通用名
1-03-16 ０ 0030 FF10 0
1-03-17 １ 0031 FF11 1
1-03-18 ２ 0032 FF12 2
1-03-19 ３ 0033 FF13 3
1-03-20 ４ 0034 FF14 4
1-03-21 ５ 0035 FF15 5
1-03-22 ６ 0036 FF16 6
1-03-23 ７ 0037 FF17 7
1-03-24 ８ 0038 FF18 8
1-03-25 ９ 0039 FF19 9
1-03-33 Ａ 0041 FF21 ラテン大文字 A
1-03-34 Ｂ 0042 FF22 ラテン大文字 B
1-03-35 Ｃ 0043 FF23 ラテン大文字 C
1-03-36 Ｄ 0044 FF24 ラテン大文字 D
1-03-37 Ｅ 0045 FF25 ラテン大文字 E
1-03-38 Ｆ 0046 FF26 ラテン大文字 F
1-03-39 Ｇ 0047 FF27 ラテン大文字 G
1-03-40 Ｈ 0048 FF28 ラテン大文字 H
1-03-41 Ｉ 0049 FF29 ラテン大文字 I
1-03-42 Ｊ 004A FF2A ラテン大文字 J
1-03-43 Ｋ 004B FF2B ラテン大文字 K
1-03-44 Ｌ 004C FF2C ラテン大文字 L
1-03-45 Ｍ 004D FF2D ラテン大文字M
1-03-46 Ｎ 004E FF2E ラテン大文字 N
1-03-47 Ｏ 004F FF2F ラテン大文字 O
1-03-48 Ｐ 0050 FF30 ラテン大文字 P
1-03-49 Ｑ 0051 FF31 ラテン大文字 Q
1-03-50 Ｒ 0052 FF32 ラテン大文字 R
1-03-51 Ｓ 0053 FF33 ラテン大文字 S
1-03-52 Ｔ 0054 FF34 ラテン大文字 T
1-03-53 Ｕ 0055 FF35 ラテン大文字 U
1-03-54 Ｖ 0056 FF36 ラテン大文字 V
1-03-55 Ｗ 0057 FF37 ラテン大文字W
1-03-56 Ｘ 0058 FF38 ラテン大文字 X
1-03-57 Ｙ 0059 FF39 ラテン大文字 Y
1-03-58 Ｚ 005A FF3A ラテン大文字 Z
1-03-65 ａ 0061 FF41 ラテン小文字 A
1-03-66 ｂ 0062 FF42 ラテン小文字 B
1-03-67 ｃ 0063 FF43 ラテン小文字 C
1-03-68 ｄ 0064 FF44 ラテン小文字 D
1-03-69 ｅ 0065 FF45 ラテン小文字 E
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面区点 文字 JIS定義 UCS 使用 UCS 日本語通用名
1-03-70 ｆ 0066 FF46 ラテン小文字 F
1-03-71 ｇ 0067 FF47 ラテン小文字 G
1-03-72 ｈ 0068 FF48 ラテン小文字 H
1-03-73 ｉ 0069 FF49 ラテン小文字 I
1-03-74 ｊ 006A FF4A ラテン小文字 J
1-03-75 ｋ 006B FF4B ラテン小文字 K
1-03-76 ｌ 006C FF4C ラテン小文字 L
1-03-77 ｍ 006D FF4D ラテン小文字M
1-03-78 ｎ 006E FF4E ラテン小文字 N
1-03-79 ｏ 006F FF4F ラテン小文字 O
1-03-80 ｐ 0070 FF50 ラテン小文字 P
1-03-81 ｑ 0071 FF51 ラテン小文字 Q
1-03-82 ｒ 0072 FF52 ラテン小文字 R
1-03-83 ｓ 0073 FF53 ラテン小文字 S
1-03-84 ｔ 0074 FF54 ラテン小文字 T
1-03-85 ｕ 0075 FF55 ラテン小文字 U
1-03-86 ｖ 0076 FF56 ラテン小文字 V
1-03-87 ｗ 0077 FF57 ラテン小文字W
1-03-88 ｘ 0078 FF58 ラテン小文字 X
1-03-89 ｙ 0079 FF59 ラテン小文字 Y
1-03-90 ｚ 007A FF5A ラテン小文字 Z
参考文献
日本工業標準調査会 (2004)『7ビット及び 8ビットの 2バイト情報交換用符号化拡張漢字集合（追補 1） JIS
X 0213:2004』日本規格協会.
日本工業標準調査会 (2000)『7 ビット及び 8 ビットの 2 バイト情報交換用符号化拡張漢字集合 JIS X
0213:2000』日本規格協会.






本章では，BCCWJのタグ仕様の概要と凡例を示す。現在定義されているタグ (可変長 45要素，固定長 2要
素) *1 に関して，それぞれの適用例を具体的に例示しながら説明する。最初にお断りしておくが，版面の関係














































<!ENTITY % blockElement "article | cluster | paragraph | authorsData | title | titleBlock |
figureBlock |abstract | quotation | blockEnd | contents | list | profile | rejectedBlock |
noteBody | orphanedTitle| verse | info">
<!ENTITY % characterElement "missingCharacter| correction | image | enclosedCharacter |replace|
jis2004| jis2000 | substitution">
<!ENTITY % stringElement "rejectedSpan | ruby | fraction|sampling| quote | subScript|
superScript| noteMarker | noteBodyInline">
<!ENTITY % inlineElement "%characterElement; | %stringElement;">
<!ENTITY % inlineText "#PCDATA | %inlineElement;">
<!ENTITY % character "#PCDATA| %characterElement;">
(2) 各タグ要素の最後に示した形式化例について，例示すべきタグが引き立つようにするため，文章の一部
や特に示す必要がないタグを省略した箇所がある。省略した箇所については欄外に注記を施した。
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タグ一覧 (可変長)
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abstract 要素
概要
² article 要素，または cluster 要素の概要に相当する文書要素を表す。
形式
■ 要素


























また，上記の条件を満たしていれば，article 要素だけでなく，cluster 要素にも abstract 要素が含まれてい
てもよいことに注意する (例２)。
なお，「概要」，「Abstract」など，概要となる文書要素のタイトル・代表記述に相当する文書要素がある場合
は，abstract 要素の中で title 要素として記述し， title 要素が包括する文書要素の範囲を cluster 要素を用い
て記述する (例３)。この場合，abstract 要素が複数の cluster 要素から成り立つ場合もある (例４)。
形式化例
■ 例１：新聞リード (『毎日新聞』2003年 3月 2日朝刊)
原資料¶ ³
µ ´
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■ 例４：複数の要素 (概要・キーワード)からなる abstract 要素 (『日本語科学』2004年 10月，16号 )
原資料¶ ³
µ ´
































{ 外部データベースから article 要素に関する情報 (著者に関する情報など) を取得するための ID。
詳しくは，Article テーブルを参照のこと*3。
² isWholeArticle (必須) ： 記事全体を格納しているか否かを表す。
{ true ... 格納している場合
{ false ... 格納していない場合
■ DTD
<!ELEMENT article (br|sentence|%blockElement;)+>
<!ATTLIST article articleID CDATA #REQUIRED>
<!ATTLIST article isWholeArticle (true|false) #REQUIRED>
説明
同一著者 (単著では一人，共著では複数)による，同一テーマのひとまとまりの文書要素を表す。
article 要素は，articleID 属性と isWholeArticle 属性を持つ。
² articleID 属性： この属性は，外部データベースから article 要素に関する情報 (著者に関する情報な
ど)を取得するための ID である。参照する外部データベースは，Article テーブル *3 を想定している。
この属性は，必須属性である。
² isWholeArticle 属性： サンプルによっては，収録文字数の制限などにより，本来収録すべき文書範囲
全体を収録できない場合もある。isWholeArticle 属性は，全体を収録できた場合に true，できなかっ
た場合に false となる。この属性は必須属性である。
*3 http://www2.ninjal.ac.jp/densi/public/wiki/ から [ver.2.2] → [データベース]を参照のこと。
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■ 入れ子の article 要素
入れ子の article 要素の場合，サンプルとして取得される article 要素は，サンプル抽出基準点を包含する最









article 要素として認定した上で，総括部分 (緑)と後続する記事 (青)からなる article 要素 (赤)を認定する。










点を含む cluster 要素，もしくは，blockEnd 要素で区切られる範囲の文書要素を「第２単位」とする。
この操作を繰り返し，より下位の単位を「第２単位」「第３単位」…と認定する。そして，10000 字以下
になったときに，article 要素とする。
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{ 名前と役割のペアが複数現れる場合，それをまとめて authorsData 要素とする。内部の構造化は
されず，改行で区切られる。→ 【例２】





{ タイトルに含まれる著作者名 (著作者名を冠したタイトル) → title
{ プロフィール中の名前 → pro¯le
{ 記事の下位 cluster 内に示される，インタビュイー，質問回答者，情報提供者などの名前
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blockEnd 要素
概要











blockEnd 要素は，titleBlock 要素が存在しないために，cluster 要素によって範囲を記述できない，あるま
とまりを持った文書要素 (＝ブロック) について，他のまとまりと区別するためのマーカーとして機能し，ブ
ロックの終端に付与される。
blockEnd 要素によるマークアップの対象となるのは，paragraph 要素を除くブロック要素（cluster 要素，

























空行の次の１行（青色下線）が titleBlock 要素となるため，空行より下のブロックは，cluster 要素（青色囲
み）となり，必然的に，空行の上のブロックとは切り離される。このような場合，区切れ目と一致する空行を
blockEnd 要素によって示すことはしない。
























※ sentence, quote 要素の形式化は省略










※ sentence, quote 要素の形式化は省略









{ automatic original ... 論理改行（自動付与されたことを表す）
■ DTD
<!ELEMENT br EMPTY>
<!ATTLIST br type (automatic_original) #REQUIRED>
説明
改行を表す。
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caption 要素
概要
² ¯gureBlock 要素に含まれる，図表についての タイトルや説明を表す。
形式
■ 要素







caption 要素は，¯gureBlock 要素に含まれ， ¯gure 要素や table 要素として記述された図・写真・絵・表









このうち，(2) については，タイトルや見出しに相当する部分を titleBlock要素とし，その titleBlock要素
がまとめる範囲を cluster要素とする。
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citation 要素
概要







authorsData, blockEnd, br, cluster, ¯gureBlock, info, list, noteBody, paragraph, quotation,








citation 要素は，当該 article 以外の著作物からの引用要素を表す。 article 要素に対応付けられた著者，タ
イトルによる文章と，それ以外の文章とを区別すること，または，フィクションにおいて地の文とそれ以外の
文を区別することをマークアップの目的とする。






























合（【例４】）は，それを source 要素としてマークアップする。source 要素の項を参照のこと。
■ 同一著者の著作物からの引用
citation 要素は，必ずしも著者の別を認定の条件としない。当該の article 要素以外の著作物から引用され



















































3.3 タグ一覧 (可変長, citation) 63








































64 第 3章 タグ仕様
cluster 要素
概要




abstract, article, authorsData, blockEnd, br, contents, cluster, ¯gureBlock, info, list, noteBody,
orphanedTitle, paragraph, pro¯le, quotation, rejectedBlock, sentence, table, titleBlock, verse
■ 属性
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例えば，【例１】においては，第４章，第１節，「▶１」がそれぞれ cluster 要素と認定される。それぞれの
cluster 要素の包含関係によって，文書構造 (「目次」参照)が示されている。¶ ³
µ ´
【参考】例１の文書の目次（『法学教室』2003年 11月号）
cluster 要素には，必ず titleBlock 要素が一つ含まれることに留意しなければならない。titleBlock 要素の
存在しない文書要素のまとまりは，cluster 要素で範囲規定をする対象とはならない。このようなまとまりは，
その終端を blockEnd 要素で示す。詳細は，blockEnd 要素のページを参照のこと。
■ cluster 要素の入れ子の認定
cluster 要素の入れ子 (の深さ)には，制限を設けない。titleBlock 要素の存在する文章のまとまりは，どれ
だけ深い階層になっても，cluster 要素によって範囲を記述する。
ただし，cluster 要素が titleBlock 要素と下位の cluster 要素のみになる場合 (cluster 要素から titleBlock
要素を除いた文書要素が，上位の cluster 要素と下位の cluster 要素で同一になる場合)は，titleBlock 要素と


















































































可変長サンプルとしての article 要素より下位の article 要素や cluster 要素の目次に相当する文書要素は，
contents 要素で表す。次の２点のいずれかが，contents 要素を認定する指標となる。
(1)「目次」「もくじ」「ｃｏｎｔｅｎｔｓ」など，目次であることを示すタイトルを持つブロック …【例１】





































































² type 属性の値が excess の場合：空要素である。
² type 属性の値が omission , erratum の場合：%character;
■ 属性
² type (必須) ： 誤植の種別
{ omission ... 脱字
{ excess ... 衍字
{ erratum ... 誤字
² originalText (必須) ： 原文
{ type 属性の値が omission の場合は，originalText 属性不要
■ DTD
<!ELEMENT correction (%character;)*>
<!ATTLIST correction type (omission|excess|erratum) #REQUIRED>
<!ATTLIST correction originalText CDATA #REQUIRED>
説明
原文の明らかな誤植（組み版上の誤り。ミスプリント）を訂正したことを表す*4 。訂正したテキストを要素


















² 脱字 ... omission
² 衍字 ... excess



































*6 ただし，著者（または著作権者）からの指摘により，誤植であることが確認された場合に限り， correction 要素を用いることがあ
る。

















■ 【例１】脱字（『HOBBY JAPAN』2003年 9月号）





































² type (任意) ： 抹消された本文要素の種別
{ copyright note by author ... 著作権者の要望による抹消
■ DTD
<!ELEMENT delete (%inlineText;)*>
























































■ 【例２】『山陽新聞』2006年 11月 11日
「目を疑う？ <enclosedCharacter>秘</enclosedCharacter>激安街十条」




























【例１】において，赤で示したのが ¯gureBlock 要素，緑で示したのが caption 要素，青で示したのが ¯gure
要素である。¯gureBlock 要素内には，２つの写真が含まれているが，１つの ¯gure 要素として表される。
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形式化例





































































次に，(1)，(2) のそれぞれの例を挙げる。¯gureBlock 要素を赤，¯ gure 要素を青，caption 要素を緑で示す。













周囲の文章との繋がりや関係を捉えることができないため，他の cluster 要素や paragraph 要素と区別して
マークアップする。



















※ sentence 要素、caption 要素内 ①～③の list 要素の形式化は省略
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形式化
８／５ｍを１<fraction>３／５</fraction>ｍと表すこともあります。








² description (任意)： image 要素で表すものの形状など任意の覚書き
² no (必須)： サンプル内での出現番号
■ DTD
<!ELEMENT image EMPTY>
<!ATTLIST image description CDATA #IMPLIED>









image 要素の no 属性には，image 要素で表すべき記号類・絵文字のサンプル内での出現番号を記述する。
no 属性の属性値は，同一のサンプルにおいて，同一の記号類・絵文字が複数回出現しても，それぞれを毎回数
える通し番号とする。また，description 属性には，記号類・絵文字の形状などを任意に記述する。











... 状態で<image description="マクロ" no="2" />（マクロ）ボタンを押す








² arg (必須)： 付与される情報の種類
² value (必須)： 付与される情報の値
■ DTD
<!ELEMENT info EMPTY>
<!ATTLIST info arg CDATA #REQUIRED>
<!ATTLIST info value CDATA #REQUIRED>
説明
info 要素は，補助的な付与情報を表す。付与される情報の種類は arg 属性で指定され，その値は value 属性
で記述する。
■ article/@isWholeArticle
² 当該の info 要素を包含する直上の article 要素の isWholeArticle 属性に関して，補助的な情報を保持
する。
² この種の info 要素は，今後，article 要素の属性として，取り込まれる予定である。
² 例 1の場合，arg 属性により，付与されている情報が「article 要素の種類」であること，また，value
属性によって，「article 要素の種類」が「完結-完全」*7 であることを示している。
*7 article 要素が記事全体を完全に含んでいることを表す。
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■ copyright/correction by author
² 著者からの本文訂正依頼の内容を表す。
² 本文自体は修正されない。ただし，correction 要素の適用範囲内であれば，correction 要素として記述
され，info 要素は付与されない。









切り札<info arg="copyright/correction_by_author" value="【切り札】→【決め手】" />
■ 【例 3】arg="copyright/note by author"
² 著者からの依頼内容
104 ページ６行目「アーメン」の直後に「聖書_新共同訳」と表示する。[聖書] と [新共同訳] の間には半角スペース空
ける。
² 結果
アーメン<info arg="copyright/note_by_author" value="出典表示：【聖書 新共同訳】" />














独立性が高い。さらに，(1), (2), (3) のような順序表現や箇条書きの入れ子など，通常の文の連続とは異なる
文書構造を持つ。このような，通常の文との差異を表現するために，個別の文書構造として，形式化した。
list 要素は，改行によって区切られている二つ以上の listItem 要素からなり，list 要素に含まれる個々の文







れている例 (『dancyu』 2003年 8月号)
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■ 文の中に含まれている項目
文の中に含まれている項目は，原則として list 要素では表さない。¶ ³
µ ´
【例３】list 要素では表さない例 (『林業白書 平成 10年度版』)
ただし，項目の前後に改行があって文が断絶されているときに限り， list 要素と認定することができる。¶ ³
µ ´
【例４】list 要素で表す例
■ list 要素と table 要素（表）






































































箇条書きや名詞句の羅列などが集まったものが list 要素だが，これを構成する各並立要素は，listItem 要素
で表現する。listItem 要素は，list 要素の内部の個々の項目にあたり， listItem 要素の直上は list 要素でなく
てはならない。
listItem 要素には，list 要素を含むことができる（list の入れ子）。【例１】における「（ロ）政策の概要は、
次のとおり：」で始まる listItem 要素（水色）には，下位の list 要素（赤）が含まれる。
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missingCharacter 要素
概要







² attribute (必須)： 文字種属性
{ HanIdeograph ... 漢字
{ Hiragana ... 平仮名
{ Katakana ... カタカナ
{ RomanNumeral ... ローマ数字
{ Latin ... ラテン文字
{ Greek ... ギリシア文字
{ OldHanzi ... 古代中国文字
² unicode (必須)：Unicode4.0の 16進コード
{ U+***** (4～5桁の Unicodeの先頭に「U+」を加えた 6～7桁の文字列)
{ Unicode 外字の場合は「U+FFFD（REPLACEMENT CHARACTER）」を記述する。
² daikanwa (任意)： 『大漢和辞典』の親字番号
{ M***** (5桁の諸橋番号の先頭に「M」を加えた 6桁の文字列)
{『大漢和辞典』にない漢字は「M99999」を記述する。
{ attribute が HanIdeograph となる場合のみ必須 (漢字以外の文字種の場合は記述しない)
² ref (任意)： Unicode あるいは『大漢和辞典』にない文字の場合，参照する管理番号
{ KC**** (4桁の管理番号の先頭に「KC」を加えた 6桁の文字列)
² description (任意)： 字体記述，属性記述など任意の覚書き





<!ATTLIST missingCharacter unicode CDATA #REQUIRED>
<!ATTLIST missingCharacter daikanwa CDATA #IMPLIED>
<!ATTLIST missingCharacter ref CDATA #IMPLIED>
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一つの注記は，一つの noteBody 要素に対応させる。例えば，【例１】には，19)，20) と二つの注記がある
が，それぞれの注記を別々の noteBody 要素として記述する。なお，19)，20) など注記の先頭につけられる
注記識別記号も noteBody 要素に含めるものとする。
noteBody 要素の記述位置は，次のようにする。
² 基本的には，注記される対象を含んでいる paragraph 要素の直後，もしくは，cluster 要素の末尾に記
述する。
{ 注記される対象が citation 要素に含まれ，引用文に対して引用者が新たに付した注である場合は，
引用文とは別個の内容と考えられるため，citation要素の直後に記述する。
² 候補となる paragraph, cluster要素が複数存在する場合は，階層的に最も近い要素を選択して記述する。
*8 「傍注」とは，本文のわきに書き添えた注釈のことである。
*9 「ママ注」とは，内容に疑問があるにもかかわらず，原文をそのまま引用したことを示すための注記である。
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形式化例













※ sentence 要素と noteBody 要素内の形式化は省略









² text (必須) : 注記
² info (任意) : 注記自体に付与されるべきタグの情報
■ DTD
<!ELEMENT noteBodyInline EMPTY>
<!ATTLIST noteBodyInline text CDATA #REQUIRED>









3.3 タグ一覧 (可変長, noteBodyInline) 103
注記自体の文字列は，text 属性値とする。当該文字列になんらかのタグ付けをする必要がある場合は，次の
規則に基づき，info 属性に記述する。info 属性の実例は，noteMarker 要素の例５を参照されたい。
² タグ名： 元のタグの要素名
² 属性： 属性名と属性値を「=」で繋いで表示。複数の属性を持つ場合は「,」区切りで表示
² 範囲情報： タグ開始文字位置 (x)と包含文字数 (y)を「-」で区切って表示する。文字位置は，「○」を
文字として「1○ 2○ 3○ 4」のように数える。包含文字数は，空要素タグの場合 0 とする。タグ範囲
が text 属性文字列と完全に一致する場合は省略する。
形式化例
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noteMarker 要素
概要







² text (必須) : 当該文字列
² info (任意) : 当該文字列自体に付与されるべきタグの情報
■ DTD
<!ELEMENT noteMarker EMPTY>
<!ATTLIST noteMarker text CDATA #REQUIRED>
<!ATTLIST noteMarker info CDATA #IMPLIED>
説明

















² 範囲情報： タグ開始文字位置 (x)と包含文字数 (y)を「-」で区切って表示する。文字位置は，「○」を
文字として「1○ 2○ 3○ 4」のように数える。包含文字数は，空要素タグの場合 0 とする。タグ範囲
が text 属性文字列と完全に一致する場合は省略する。
形式化例







※ sentence 要素，br 要素を省略。以下同じ。
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■ 【例５】 info属性の例（enclosedCharacterの例） (木村宏恒著「インドネシア現代政治の構造」）
形式化
出身母体の利害を代弁する浸透機関となった<noteMarker text="１" info="enclosedCharacter:description=○:" />。



















が orphanedTitle 要素となる。この orphanedTitle 要素は，本文中では重要な記述である。しかし，cluster
要素中の titleBlock 要素 (「みちのくプロレスは２年目で大幅黒字転換」) と異なり，どの文書要素の代表的
記述となっているのかが明確でない。
orphanedTitle 要素の記述位置は，orphanedTitle 要素に対して最も内容的に近い cluster 要素 ，もしく
は，article 要素の任意の場所とする。
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¶ ³
µ ´
【例１】『ダイアモンド ザイ』 2003年 9月号
形式化例



































されている一論理行」を自動的に paragraph 要素と認定していることに注意されたい。¶ ³
µ ´
【例１】paragraph 要素の例 (『優駿』2003年 11月号)









【例２】形式による paragraph 要素認定の例 (『朝日新聞』「天声人語」2005年 3月 21日)
【例３】字下げがない段落の例




【例３】：形式による paragraph 要素認定の例 (『鉄道ファン』 2003年 12月号)
112 第 3章 タグ仕様
形式化例


















































文書要素の場合に限り， article 要素自体がプロフィールで構成されているものは，pro¯le 要素にはならない。¶ ³
µ ´
【例１】pro¯le (『THE BIG ISSUE』 2006年 10月 15日号)









article 要素自体がプロフィールの場合は pro¯le 要素とはならない。
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形式化例







































quotation 要素は，当該記事以外の著作物の引用，および発話の引用を表す。 article 要素に対応付けられ
た著者，タイトルによる文章と，それ以外の文章とを区別すること，または，いわゆる地の文とそれ以外の文
を区別することをマークアップの目的とする。
quotation 要素は，著作物からの引用を表す citation 要素と，発話・心内発話の引用・描写・書き起こしなど
を表す speech 要素に下位区分される（citation 要素，speech 要素については，それぞれの項を参照のこと）。
ただし，以下に示す条件に適合し，quotation 要素であることが判断できる場合であっても，citation 要素




































『BACKSTAGE PASS』2003年 8月号¶ ³
µ ´
【例７】かぎ括弧による発話部表示（『ESSE』2003年 11月号）
なお，quotation 要素が子要素として，citation 要素，speech 要素を持つ場合，quotation 要素の範囲は，
常に子要素である citation 要素，speech 要素の範囲と一致する。よって，例えば１話者の１発話を単位とし










(1) 登場人物の発話部は speech 要素，(2) 語り手の交代は citation 要素とする。それぞれ，speech 要素，
citation 要素の項を参照のこと。
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のみを満たさない，インラインでない (ブロックの)引用・発話は，quotaiton 要素とする。「 」の表示によら
ないものは，その内容に関わらず，マークアップの対象とならない。
引用以外にも，例えば以下のような「 」で表される表現もマークアップの対象となる。












































² type (必須) : 削除対象要素の種別
{ copyright ... 著作権者からの要請など
{ figure ... 図表等
{ formula ... 数式
{ foreign ... 外国語
{ old ... 古語
{ unclear ... 判読不能箇所





























rejecteBlock 要素は，削除された要素の内容を type 属性によって表す。
² copyright ... 著作権者からの要請など
² figure ... 図，絵，写真，漫画，チャート，表など
² formula ... 数式
² foreign ... 外国語
² old ... 古語
² unclear ... 判読不能箇所
² etc ... 上記以外の削除要素（数値主体の項目，人名の羅列など)
























² type (必須) : 削除対象要素の種別
{ formula ... 数式
{ foreign ... 外国語
{ unclear ... 判読不能文字
{ etc ... その他
■ DTD
<!ELEMENT rejectedSpan EMPTY>



















rejectedSpan 要素は，削除された要素の内容を type 属性によって表す。
² formula : 数式
² foreign : 外国語
² unclear : 判読不能文字
² figure : 図



















² rubyText (必須)： ルビの文字列
■ DTD
<!ELEMENT ruby (%inlineText;)*>+
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形式化例
■ 【例１】語彙 [ごい] (振り仮名：熟字訓以外)
<ruby rubyText="ご">語</ruby><ruby rubyText="い">彙</ruby>
■ 【例２】五月雨 [さみだれ] (振り仮名：熟字訓・当て字)
<ruby rubyText="さみだれ">五月雨</ruby>
■ 【例３】真名瀬 [（しんなせ）] (振り仮名：括弧付き)
<ruby rubyText="（しんなせ）">真名瀬</ruby>




■ 【例６】特効 [特殊効果] (語義の指示)
<ruby rubyText="特殊効果">特効</ruby>









² sampleID (必須) ：サンプルに関する情報を外部データベースから参照するための ID
² type (必須) ：サンプルの種別
{ variableLength ... 可変長 (この値以外を取ることはない)
² version (必須) ：サンプルの版
■ DTD
<!ELEMENT sample (article)>
<!ATTLIST sample sampleID CDATA #REQUIRED>
<!ATTLIST sample type (variableLength) #REQUIRED>
<!ATTLIST sample version CDATA #REQUIRED>
説明
サンプリングによって１サンプルと規定された文書要素を表す。可変長サンプルは，基本的に一つの「記事」
を１サンプルとする。したがって，sample 要素は，一つの article 要素からなる。ただし，article 要素の中
に，複数の article 要素が含まれる場合もあることに注意されたい。
sample 要素は，sampleID 属性と version 属性，type 属性を持つ。
² sampleID 属性: サンプルに関する情報 (書誌情報，サンプル長，ジャンル，参照ページなどを格納)を
外部のデータベースから参照するための ID である。sampleID 属性値の表記規則は，Sample ID の仕
様を参照のこと。
² version 属性:サンプルの版を表す。
² type 属性: サンプルの種別（可変長，固定長）を表す。可変長の場合は，variableLength となる。
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形式化例














² type ： サンプリングポイントの種別
{ start ... サンプル抽出基準点
■ DTD
<!ELEMENT sampling EMPTY>
<!ATTLIST sampling type (start) #REQUIRED>
説明
sampling 要素は，サンプリングに関する情報として，サンプリングポイントを示すための要素である。可

















%inlineText;, delete, sentence, verseLine
■ 属性
² type (任意)：
{ quasi ... 文区切り文字以外の基準により自動付与された sentence 要素
{ verse ... 韻文（verse要素）内の sentence要素
■ DTD
<!ELEMENT sentence (%inlineText;｜ delete｜ sentence｜ verseLine)*>










{ 直前の sentence 要素の末尾の次の文字まで
{ 行頭まで (= ブロック要素をまたぐ sentence 要素はないことを意味する)
(2) 文区切り文字以外の基準に基づいて認定される場合
² type 属性を quasi とする。
² 認定規則は次のとおりである。






■ 引用符，かっこ書き内部の sentence 要素の認定
² 次の記号を「引用符」「かっこ」として処理する。





■ verse 要素内の sentence 要素
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■ 【例３】引用内の sentence 要素の例（『小説宝石』2003年 11月号）
<sentence>白い靴下のまま、僕はおかんの<quote>「<sentence>どこ行くねんなぁー、もう出掛けるでぇー！ </sentence>」
</quote>という声を背に受け、坂の上の電話ボックスに走った。</sentence>
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罫線に囲まれていても，次の両方を満たすものはリストとし，list 要素で表す…【例３】
² ２列以下のもの
² 列ラベル (や行ラベル)がないもの¶ ³
µ ´
【例３】表ではなくリスト (『MONEY JAPAN』2003年 12月号)
■ 入力対象となる表
サンプル範囲中の表は，原則として入力対象外とすることになっている。しかし，例外として入力対象とさ
れる表は， table 要素として表すものとする。入力対象とならない表は，¯gure 要素または rejectedBlock 要
素で表す。
table 要素は，必ず ¯gureBlock 要素に含まれる。table 要素に付随する文書要素がある場合は，これを











<sentence type="quasi">ナノデュウ (カネボウ繊維）</sentence><br type="automatic_original"/>
<sentence>抗酸化作用のあるビタミンＥ誘導体を配合。</sentence>

















































【例１】において，title 要素は，第１章と 1.1 節のタイトルをマークアップしている。章や節の範囲は，
cluster 要素により明示する。cluster 要素には，必ず title 要素を含み，章や節の文書構造中の関係は，個々の
cluster 要素の包含関係により表現される。


































² article 要素・cluster 要素のトピックを表す表現
【例６】は，連載コラムである。この例における，主たる title 要素は，当該回のタイトル「精いっぱいやっ
たよ　うれしかった」である。連載のタイトル「少年は大志を抱いた【第六回】」は，紙面の表示からは，当該
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回のタイトルに付随する要素のようにも見えるが，この文章の内容判断において重要な役割を果たすと考えら




































titleBlock 要素は，article 要素や cluster 要素などの冒頭部分に位置し，本文とは明確に切り分けられる部
分で，文書の階層構造を示すための「標識」として機能する。title 要素を必ず内包し，これに付随する要素が
ある場合は，title 要素と付随する要素全体を表す。









【例１】～【例３】のごとく，titleBlock 要素は，title 要素に加えて，title 要素に付随するさまざまな文書
要素を合わせて形式化する。これにより，タイトル関連部分と本文が明確に区別される。




































































<sentence type="verse">十の蜂舎の成りしとき<verseLine />よき園成さば必らずや<verseLine />鬼ぞうかがふといまし
めし<verseLine />かしらかむろのひとありき<verseLine /></sentence>































<sentence type="verse">十の蜂舎の成りしとき<verseLine />よき園成さば必らずや<verseLine />鬼ぞうかがふといまし
めし<verseLine />かしらかむろのひとありき<verseLine /></sentence>
<sentence type="verse">山はかすみてめくるめき<verseLine />桐むらさきに燃ゆるころ<verseLine />その農園の扉を過
ぎて<verseLine />苺需めしをとめあり<verseLine /></sentence>
</verse>
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タグ一覧 (固定長)











² type (必須) ：サンプルの種別
{ fixedLength ... 固定長 (この値以外を取ることはない)
² version (必須) ：サンプルの版
■ DTD
<!ELEMENT sample (article)*>
<!ATTLIST sample sampleID CDATA #REQUIRED>
<!ATTLIST sample type (fixedLength) #REQUIRED>
<!ATTLIST sample version CDATA #REQUIRED>
説明
サンプリングによって１サンプルと規定された文書要素を表す。固定長サンプルに含まれる文字数は，サン
プル抽出基準点（sample要素を参照）から 1000 文字以上であることが保証される。なお，固定長の sample
要素は，可変長の sample 要素と異なり，二つ以上の article 要素を含む場合もある。
sample 要素は，sampleID 属性と type 属性を持つ。
² sampleID 属性: サンプルに関する情報 (書誌情報など)を外部のデータベースから参照するための ID
である。sampleID 属性値の表記規則は，Sample ID の仕様*13を参照のこと 。
² type 属性: サンプルの種別（可変長，固定長）を表す。固定長の場合は，fixedLength となる。
*12 http://www2.kokken.go.jp/densi/public/wiki/ から [ver.2.0] → [データベース]を参照のこと。
*13 Web site 上の仕様 ( http://www2.kokken.go.jp/densi/public/wiki/)を参照されたい。
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■ sample 要素に収録されるテキストの範囲
sample 要素に収録されるテキストの範囲については，以下の通り規定する。
² サンプル抽出基準点を含む最上位の sentence 要素（sentence 要素がなければ，直上のブロック要素）
の先頭を，テキストの先頭とする。






² 要素: noteMarker, inlineNodeBody, delete
形式化例






*14 本仕様の Web site にカウント対象外文字のリスト (UTF-16LE テキストファイル)を掲載してあるので，参照されたい。








² type ： サンプリングポイントの種別
{ start ... サンプル抽出基準点
{ end ... サンプル抽出終了点
■ DTD
<!ELEMENT sampling EMPTY>




² サンプル抽出基準点： sample 要素となる文字列を抽出するための基準となる文字の位置を表す。
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【例１】で赤く塗りつぶされている一文字「機」が，サンプル抽出基準点である。この文字の直前に，sampling




の直後に sampling 要素タグ (空要素) を入力する。type 属性は，end である。
形式化例
■ 【例１】『通商白書 昭和 54年版』
石油危<sampling type="start" />機を境として
■ 【例２】『文部科学白書 平成 13年度』
これからの教育にあっては，子ども一人一人に応じた教<sampling type="end"/>育を実現し，
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